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副学校長 白井 澄子 
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キャンパスだより 

―新年度を迎えて― 

82 名の新入生を迎え新年度がスタートし 2 ヶ月が経ちました。1 年次生の

皆さんは少し学校生活にも慣れ、いろいろな決まり事に戸惑いを感じているこ

とと思います。また、2 年次生は丁度 1 年前を思い出しながら先輩としての自

覚が芽生えてきたところでしょうか。そして 3 年次生は臨地実習の毎日で看

護実践の難しさや困難さを実感じつつ、患者さんの温かい言葉に支えられ努力

の毎日を送られていることと思います。 

看護師の仕事は、心身共にとても厳しく辛いこともありますが、多くの人か

ら必要とされ、喜びと希望を感じられる、やり甲斐のある職業だと思います。 

「夢」に向かって頑張りましょう。 

 

平成３１年４月６日（土）、桜の花が咲き誇る中、

平成３１年度入学式が執り行われました。 

 新入生を代表して増田絢さんが、「笑顔を忘れ

ず、患者の抱える苦痛や不安を緩和できるような

看護師を目指し、知識や技術を習得し、心豊かな

人間性を育んでいきたい。」と『誓いの言葉』を述

べました。 

 ４月１２日（金）には、うららかな春の陽気の

もと、野外研修が行われました。姫路城周辺を散

策し、クラスメイトたちと和やかな一日を過ごし

ました。 

 また４月２３日（火）には全学年参加によるス

ポーツ大会が行われました。ドッジボールで上級

生とも対戦。はつらつとしたみんなの表情が印象

的でした。 

  

ようこそＨＩＭＥＫＡＮへ～新入生入学～ 

人の心を大切に 

誰ひとり欠けずに

笑顔で国試突破 

副学校長代理 奥野 孝子 

〈１年次Ａクラス目標〉 
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平成３１年３月２日（土）に平成３０年度卒業式を執り行いました。 

清水学校長から、「よりよい看護を追及する情熱を持ち、一つひとつの仕事に自分なりの理想を描ける看

護師になってほしい」と卒業生に向けて熱いメッセージが贈られました。また姫路市医師会 山本会長から

は、「看護師の仕事は肉体的にも精神的にもとても厳しいが、肉体・精神両面から患者さんを支えるやりが

いと希望に満ちた仕事」とのお言葉がありました。 

 卒業生７５名は凛とした表情で、いよいよ始まる看護の 

実践者としてのスタートをきりました。本校での学びを糧 

に、新たな環境へ自信を持って臨んでほしいと思います。 

 

  
HIMEKAN VOL.13 

新しい門出を祝して 

実習で学んだこと 

3年次 平野 愛美 

領域別実習が始まりその中の小児看護学実習では吸引を1日3回行っていた患児を

受け持ちました。1日 3回も長期にわたり行うと慣れもありましたが涙を浮かべなが

ら苦しそうにしている表情を見て少しでも力になれれば良いなと思い、好きなキャラ

クターを用いたシール帳を作成しました。吸引が終わるたびにシールを貼ってもらう

ことで処置の協力につなげたり次回の吸引への意欲向上にもつなげられました。患児

に何か興味を持たせることで成長の助けや効果的な処置を行えると学びました。また

そのシール帳を肌身離さず患児が持っていてくれて嬉しかったです。 

 

 3年次 谷田 萌 

私は実習で、自分本位にならない看護が大切であると学びました。実習当初は受け

持ち患者さんの行動計画を立てることやケアを実施することに必死でした。患者さん

の為の看護ではなく自分本位な行動であったと思います。患者さんによって生きてこ

られた時代背景や入院までの生活習慣も様々です。私の価値観を押し付けるのではな

く患者さんのことを尊重しつつも患者さんにとって何が必要であるかを判断できる

力を養うことが重要であると感じました。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1557549043/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWlsYWIuanAvc296YWkvZGV0YWlsLzI1NDkxLw--/RS=^ADBmBBGmSwTX_1VRMO_xJhIH89_9Ww-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTImbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUm0xZHdtS2ZuTk1McVhZYVl2YXUyVzA2Q3Z3ZG55TmwzWGpkelRabHdleGgxREFzd2s3ckVGNm94dm13BHADNVkyUzVxV3RJT09DcE9PRHFlT0N1ZU9EaUNEbmhLSG1scGstBHBvcwMyBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp
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私は、今回初めて姫路城マラソンのボラ

ンティアに参加しました。ボランティアと

はいえ、救護スタッフという重要な役割を

いただき、看護を学ぶ者として緊張感を持

ちながらも姫路城マラソンを楽しむこと

ができました。  

 一番印象に残っていることは、応援の力

の大切さです。沿道で応援をしている時、

長い距離を走り疲れているはずなのに、た

くさんのランナーの方々が声援に応えて

くださいました。その時、自分の声援が誰

かの力になれるんだと実感できてとても

嬉しかったです。 

 

２年次 安井 杏奈 

 

HIMEKAN VOL.13 

私は姫路城マラソンのボランティアに参

加して、応援がもたらす影響について学び

ました。たくさんの人たちが走っている中、

「がんばれーファイト！」と声をかけると、

走るスピードが速くなったり歩いていた人

が走りだしたりするなど、応援の力がこん

なにも人を動かすんだなと思いました。 

 また、応援すると「ありがとう！」と返

事をしてくださり、こちらも嬉しくなりま

した。応援ってすばらしい！と感じること

ができました。 

 

２年次 長谷部 真白 

 

 

姫路マラソン 2 月 24 日（日） 

姫路聖マリア病院災害訓練 ３月１６日（土） 

 今回、災害訓練に参加し、貴重な体験をさ

せていただきました。訓練を通して、実際に

災害が起こった時に、どう行動するか、対応

していくかなどを、医療職の方々の動きを見

て、学ぶことができました。私達は、いつで

も誰でも被災者になる環境で、日々の生活を

送っています。看護師になると、災害を軽視

することはできず、医療を求められる者にな

ります。訓練に参加することで、災害看護に

ついて見つめ直し、自分の在り方について考

える良い機会になりました。 

 

３年次 藤尾 佳穂 

 

 

今回の災害訓練に参加し、看護師や多職種

の方々が声を掛け合い、連携されている姿を

間近で見て、それぞれの職域を活かすことで

さらに円滑に連携できるんだな、と思いまし

た。 

また、患者役の際、看護師さんが状態を丁

寧に聞いてくださったり、「大丈夫？怖いよ

ね。」と気持ちに寄り添ってもらえたことが

とても安心感に繋がりました。災害時は病院

に多くの人が集まり様々な対応が求められ

るが、声掛けなど精神面のサポートも大切だ

と感じました。 

とても貴重な経験をさせていただいたこ

とを今後、活かしていきます。 

 

３年次 巖 真侑  

 

ボランティア活動報告 
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職員紹介 

今年度より正職員になりました。 

看護学校教務課の島田ゆめ子です。 

自分が専門学校を卒業して２０ 

年余り。卒業して一番に思ったこ 

とは学生時代にもっと勉強してい 

たら良かった、ということです。 

勉強が出来る環境のありがたさ、患者さんとしっ

かり向き合える今の大切さを学生に伝えていきた

いと思います。 

個人としては「したいことは今やる！」のチャ

レンジ精神で頑張ります。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  
今年も看護学校ではさまざまな行事を予定しております。8 月にはオープンキャンパス、9 月には学校見学会、10 月には

天姫祭を開催します。看護師という職業に興味をお持ちのお知り合いがおられたら是非、お声かけください。学校の雰囲気
を感じていただけると思います。もちろん、同窓生のみなさんの来校も大歓迎です。教職員一同、お待ちしております！ 
  

ホームページ http://himeji-kango.jp 

HIMEKAN VOL.13 

―研修会・セミナーのご案内― 

●●発刊元●● 

姫路市医師会看護専門学校  

学校事務課 

〒670-0074 

姫路市御立西五丁目 6 番 22 号 

Tel 079-298-1241（代） 

Fax 079-298-6876 

ホームページ http://himeji-kango.jp 

教務課の石野麻紀です。 

平成 30 年 10 月から姫路市医 

師会看護専門学校で専任教員 

としてお世話になっています。 

先輩教員だけでなく学生さ 

んからも日々たくさんのこと 

を学び、できる教員を目指して頑張っています。

モットーは「ゆるく！アツく！楽しく！」です。

患者さんを大切にし、看護や学生生活が楽しい

と思えるような実習指導を心掛けています。 

 まだまだかけだしの新人教員です。よろしく

お願いします。 

 

■お申込・お問い合わせ■ 

本校ホームページ、またはＦＡＸ、お電話にて

受け承ります。 

第 15 回看護師生涯教育研修会 

～年間テーマ「認知症になっても安心して暮らせ

る地域を支えよう」～ 

【日時】令和元年 7 月 6 日（土） 

14 時 30 分～16 時 30 分 

【場所】姫路市医師会館 5 階 大ホール 

【テーマ】 

講演１「認知症になっても安心して暮らせる地

域をささえる-神戸市における認知症ケア、認知

症神戸モデル-」 

講演２「姫路市の認知症高齢者への支援」 

※次回は令和 2 年 2 月に開催予定です 

 

 

看護力アップセミナー 

【日時】令和元年 7 月 13 日、20 日、27 日 

（いずれも土曜日 14 時～16 時） 

3 日間参加できる方が対象 

【場所】姫路市医師会看護専門学校 

【テーマ】 

「美味しく食べてその人らしい生活を送るために」 

※次回は 11 月～12 月に開催予定です。 

本年も看護師生涯教育研修会、及び看護力アップセミナーを開催します。 

 卒業生の皆様には同窓生との交流の場としても利用していただけたらと考えておりますので、ぜひご参

加ください。 

スキマスイッチがエネ
ルギー源です！ 

手話をしていまーす！ 


